
 

 

神奈川県足柄上郡松田町議会 

 
１ 政策づくりと監視機能を十分に発揮している議会 

（１）議会の改革を実践 
 平成１６年６月定例会で、「議会政務調査費の交付に関する条例」を制定し、

視察関係の特別旅費を段階的に削減するとともに、事務局職員の随行をなくし

た。現在は、政務活動費のみによる先進地視察で、議員の企画により行われて

いる。 
 平成２１年３月定例会からは、「町長等の反問権」や「審議した議案の賛否一

覧の公表 
」を実施している。 
 また、平成２２年９月定例会では、議会改革特別委員会を設置し「議員定数

と各種懸案事項」についての審査を行った。そして、平成２３年３月定例会で、

定数については、委員会活動を確保できる最低人員の１２名にするとともに、

二重審議を避けるために総合計画審議会や国保運営協議会等の委員には、議員

を選出しないことなどを議決している。 
 
２ 住民に開かれた議会 

 （１）意見交換会を開催 
 住民から広く意見、要望を聞く機会を設けるため、また議会としての説明責

任を果たすため、前年に続き２回目となる「自治会長との意見交換会」を平成

２４年１１月２１日に開催した。 
 １回目の平成２３年度は、企画・立案・進行・運営は議員が行ったが、２回

目の平成２４年度は、企画・立案段階から自治会長も加わった。テーマを「自

主防災会の役割」、「買い物弱者の救済」の２つに絞り込み前後半に分け、活発

な意見交換が行われた。 
 前半の「自主防災会の役割」では、司会・事例発表を自治会長が行い、河内

（かうち）自治会長が①自らが阪神淡路大震災の際、応急危険度判定士として

携わったこと②河内自主防災会の活動について発表した。意見交換では、「要援

護者に関するマニュアルづくり」、「発災時に役立つ防災訓練の実施」、「同報無

線の難聴エリアの解消」など早急に解決すべき具体的な意見が出された。 
 後半の「買い物弱者の救済」では、司会・事例発表を議員が行い、新松田駅

前の物産館について①販売状況②お客様からの要望について発表した。意見交

換では、マイカーを持てない方、高齢の方など外出ができない方の対策として、

「商工会が多種類の商品を載せた巡回車両を運行し、町は、車両購入費や改装



 

 

費に対し支援を行う」、「一か所で買い物ができるように道の駅のようなイメー

ジの施設を整備できないか」などの意見が出された。 
 この意見交換会で出された課題や提案を議員間で精査し「まちづくりに関す

る要望書」としてまとめ、町長へ提出し、できるものから実現するよう働きか

けを行った。 
 
 （２）模擬議会を開催 
 当町で初となる「子ども議会」を平成２４年８月２３日に開催した。寄（や

どろぎ）地区の小学校５・６年生１４人と中学校１・２年生１８人が議員とな

り、日ごろの学習などを通じて関心を持つ課題や疑問点について一般質問を行

った。これは学習の一環として、自分の住む町を見つめ行政への関心と議会制

度への理解を深めることを目的としている。 
 会議は、小学生の部と中学生の部に分け、それぞれ議長を選出し、議事を進

行した。小学生からは、「寄地区の資源環境を守るための取り組みを教えてくだ

さい」、「みやまグラウンドや遊べる場所にもっと遊具を増やしてください」な

ど７項目の質問があった。また 
、中学生からは「新しい商業施設をつくってください」、「観光を充実させるた

めに、どのような対策をしていますか」など６項目、計１３項目にわたる質問

があった。これに対し、町長が、町の現状や取り組みを説明しながら各項目に

分かりやすく回答した。子どもたちは熱心に耳を傾け、本会議さながらの議事

進行が行われた。 
 傍聴については、議場傍聴席で２０人、ＣＡＴＶに委託して別室でのテレビ

モニター中継で３０人、計５０人であった。この模様は 
、後日ＣＡＴＶで２日間にわたり録画中継された。 
 平成２５年度は、松田地区の中学生を対象とし、２６人が議員として登壇し

た。今年は再質問ができるようにしたので、町長や幹部職員の答弁に対し、そ

の場で納得できない回答に対し、堂々とした持論を述べ再び質問する姿が何度

か見られたことは頼もしい限りであった。 
 
 （３）議会への関心を高める方策、議会情報の公開 
 ホームページ、議会広報紙、町広報紙に議会の日程を掲載し、傍聴の啓発を

している。 
 また、議会ホームページにおいて、議会の審議結果や議会だよりなど、議会

の情報を公開している。 
 （４）議会広報の充実 
 議会活動を町民に広く知ってもらうため、広報紙「松田町議会だより」を年



 

 

４回発行している。議会だよりは、昭和４１年に創刊され、現在１９１号を発

行している。編集にあたっては、議会広報編集委員会を６人で組織し、議員自

らが責任を持って編集に参画している。 
 また、議案に対する議員の賛否を平成２１年３月定例会分より掲載するなど、

議会情報の積極的な公開に努めている。 
 多くの町民に親しんでもらうため、表紙の写真には「笑顔の住民をテーマ」

に掲載しているので、全世帯配布後に、「実家に送りたいので、もう少し分けて

欲しい」という声が寄せられるようになっている。 
 また、裏表紙には、「住みやすい町を目指して」と題し、活動されている地

域の方や団体を主人公に寄稿を掲載するなど、わかりやすく、読まれ、親しま

れる紙面づくりに心がけている。 


